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春の訪れを感じる毎日です。神戸市会では令和5 年度当初予算を審査する予算市会

  ( 令和5 年第1 回定例市会）が2 月1 7 日に開会し3 月2 3 日までの日程で行われました（ 。
3 年に及ぶコロナ禍の影響で、市民生活・神戸経済も大変厳しい状況にあります。

この様な状況から早期に脱却し、コロナ前の日常を取り戻さなくてはなりません。

  神戸市の当初予算も市民の暮らしと雇用を守り、下支えする事が期待されます。 一

私、守屋隆司は予算特別委員会局別審査では『スポーツ文化局・経済観光局』に質疑いたしました。

その後開催された「予算特別委員会総括質疑」において両局への質疑をさらに深めると共に、t

神戸市全般にわたる問題を質疑いたしました。以下、質疑の要旨をご報告させて頂§ます。> ^
  令和5 年度が皆様にとりまして希望に満ち溢れた素晴らしい一年になります様 一^ * ツ

ご祈念申し上げご挨拶に代えさせて頂きます。
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一般会計8 , 7 9 3 億円( 前年度比A O . 8 % )

特別会計6 , 8 0 2 億円( 前年度比+ 3 . 0 % )

企業会計3 , 2 8 4 億円( 前年度比/ \ 1 . 4 % )

合 計1 兆8 , 8 8 0 億円( 前年度比+ 0 . 4 % )
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▲代表質問にて

新開地アートビレツジセンターのリニュ・

「神戸アートビレッジセンター」は、この4 月には、「新開

地アートひろば」としてリニューアルオープンが予定されて

いるが、地元や若者などの市民が日常的に訪れ、利用され

る施設となるよう、市が地域や指定管理者に対し、そのよ

うな方針やコンセプトをしっかりと示したうえで運営が行

われるべきと考えるが。

地域に開かれた施設となるよう、地域の方の意見をよく

取り入れながら運営を進めるべきではないか。

地域に開かれた施設となる様運営していく、1 階には

子供の遊べるスペースも整備する。

2 月2 4 臼( 金)

内

▲予算特別委員会にて
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E I  史卸先e U 場本場のP f 幣— について

中央卸売市場本場の再整備については、当初の再整備基本計画から

工期が2 年延長され、令和9 年度に事業が完了予定です、移転を予定し

ている冷蔵庫棟についても詳細な施設内容及び移転にかかる諸条件の

協議を行っていると事、今後再整備が滞りなく進むのか着実に令和9 年

度で事業完了できるよう努めるべき、場内事業者からは使用料の値上

げに対する不安の声を聞く場内事業者が納得できるよう、迅速かつ丁寧

に協議を行うべきと考えるがどうか？

再整備は確実に令和9 年度完了予定で行っていきます。

施設使用料については場内事業者の意見もお聞きして納得されるような

内容になる様、努力いたします。

2 0 2 4 年問題トラック運転手の勤務環境の改善がはかられることに伴い、

物流の大きな変革も予想される、生産地のJ A の集約が進み、大規模化
して市場が選択される時代が近づいているとの認識である。すなわち、

神戸の取扱量の減少が進めば、生産地からの荷が大阪どまりとなり、神戸は

別途、運送料を払い、神戸まで荷を運ばなくてはならない0 当然、大阪と

の価格差が大きくなり、さらに神戸の地盤が沈下する恐れがあるのでは

ないか。

再整備基本計画を確実に進め市場の信任を得られるよう努力する。

  が場。献街の跳化について 3 月8 日⑻
「令和5 年度はポスト・コロナに向けた成長と域外から稼ぐ力の強化

に、より力点を置いた経済戦略を進めていく」旨の答弁があった。とりわ

け、市場・商店街において、これまでのコロナ禍や物価高局面で実施し

てきたお買物券や活性化イベントなど、緊急的で一過性の支援策だけ

ではなく、持続可能な経済政策を進めていくべきではないか。

上. 持続的な事業のきっかけになる様、事業を行っていきます。

道路上に設置されている商店街において道路占用料について、いまだ

に苦しい経営が続く商店街もある中、道路占用料の納付は大きな負担と

なっている、道路占用料の減免を実施してきているが、商店街の厳しい

状況を鑑み、時限的にさらに踏み込んだ大幅な減免を実施すべきではな

  いか。 險露，
公共性を重視して減免を判断：

  している。公共的な利用がある： 、

部分については減免対象として

いる場合もある。

▲予算特別委員会にて

http://www


昨今、第二次世界大戦中にユダヤ人の難民がナチスから逃れ、神戸で

一時滞在していたことが注目を集めている。また、ロシア革命で深江文

化村に亡命してきたウクライナの音楽家を慕って門下生が集まり、数多く

の日本人音楽家が誕生した歴史もある、世界的に誇れる人道支援や音

楽を通じた国際交流が行われていた事実はあまり知られていない。さら

に、現在はウクライナより避難民が8 0 数名、神戸に逃れてきている。この

ような事例を含め、これまで国際交流があった素晴らしい歴史を解きほ

ぐし責任を持って伝承、幅広く情報発信していくことが、海外との国際

交流や、外国人が暮らしやすいまちづくりを進める上で必要ではないか。

ん神戸市とじC も国際交流大変重視している、神戸での人道支援に関す

る歴史について別冊で記録史を発行している。神戸歴史のサイトも作成

している。

まちなかアート，1 の継続について

令和3 年度より実施しているまちなかアート事業については、コロナ禍

におけるアーティストの活用の場の創出し、最近は特に利用者も増え、文

化の活性化に繋がっていることは評価している。一方で、令和5 年度か

ら補助金額をこれまでの上限2 0 万円から1 0 万円に引き下げられる。これ

まで高めてきた文化・芸術の機運を継続するためにも、補助金額の減額

を再考すべきではないか。

  < ライブハウスの活用、投げ銭や物販にて自主的に収入を得てもらいた

い。発表する会場等の提供は行う。

 嬢域コミュニティ交通, へ「敬 > 。如趾ハス適π . r 方現」

地域コミュニティ交通の支援については、令和5 年度より、導入エリアの

拡大に加え、補助上限も拡充されると聞く。あわせて、既存の支援制度

では対応できない小規模需要地域に対応したデマンド運行支援制度が

創設されており、先の9 月議会で要望した「地域の事情にあったよりきめ

細やかな支援」を一定反映している。地域の生活の足を守るためにも、

地域コミュニティ交通に対して敬老・福祉パスを適用できるよう、検討を

進めていくべきではないか。

市内で運行されているコミュニティバスにおいて敬老・福祉パスを利用

できるよう技術的な問題を解決して早期実現を目指す。

兵庫区では、神戸マツダさんによる地域貢献事業の一環とした「みん

なのバス」が実証運行されているが、地域コミュニティ交通への支援と

しての運行にかかる本市からの助成はなく、収支も厳しい状況と聞く。

先の9 月議会では「地域コミュニティ交通の支援に乗るような形で、神戸

マツダさんともきっちりと相談をし、地域とともに乗って支える仕組みを

つくり上げていきたい」旨の答弁があったが、本市として必要とされて

いる地域の足を守るためにも、支援の条件を見直すなど、助成に向けて

一歩踏み込んでいくべきではないか。

®  現在事業社と鋭意協議を行っている。

1 m  < c V l i n n  . A i - 榜と総ド’コールゼン~  - のM  | 心I こつペふて

市民からの電話による問い合わせを受ける代表電話交換業務と総合

コールセンターは、市民と最初に接する重要な業務であるが、市民が望

む担当部署に繋いでもらえなかったという声もある、これまでも適宜改

善策を講じることで、応対時間や応対率の改善が図られているが不断の

努力が必要ではないか。

®  応答率も向上してきており更なる改善に努めていきます。

沖| 以0 2 4 世界ハラP H  L 競技選F i L A ；^ L . . / 〇V ' r

来年5 月に開催される世界パラ陸上競技選手権大会の開催に向け

ては、様々な形で集客に関する取り組みを進めることが重要だと考えて

いる。先の局別審査では、小学校の行事として観戦に来る際のバス代

の一部補助について問うたところ、「効果があると思うので検討してま

いりたい」旨の答弁があった。先日の関西広域連合議会でも、関西広域

連合長から、「神戸市が企業の応援を得てバス代の補助を行うのであ

れば、広域に呼びかけ、みんなで参加できるよう積極的に協力したい」

旨の答弁があった。大会の成功を導く上では、広く関西広域から観戦に

来てもらうことが不可欠であり、広域連合構成自治体の学校に対して

補助を出すことをより前向きに検討してはどうか。

®  学校観戦について企業等に協力を求める。

こベ: > こランドが、八ーバーランドより兵庫区和田岬に

 2 月π日に移転リニューアルオープンしました。

市道山麓線における海上コンテナ車の横転事故に

対する対応状況について

敷地面積は従前の施設の約5 倍です。

神戸アートビレッジセンターがリニューアルされました。

神戸アートビレッジセンターは、

阪神・淡路大震災直後の平成

8 年（1 9 9 6 年）市民を取り巻く

芸術・文化の発展を図るとと

もに、地域の振興に寄与する

事をB 的に開館しました。

令和3 年で2 5 年を迎えた事を

機に、時代に即した機能へと

見直しを図り、アーティストや

アートに関心がある人々だけ

でなく、地域の方々をはじめ

多様な市民にも日常的に利用

される施設とするため、リ

ニューアルを実施します。「新

開地アートひろば」と名称を改

めてオープン予定です。

兵庫区菊水町1 0  丁目附近の当該区間における

国際海上コンテナ車( 以下、海コン車) の通行は今後

許可されません。

神戸市では、同様の事故が過去にも発生じc いる点等をふまえ、車両制

限令を超える特殊車両のうち、海コン車については、市道山麓線及び湊

町線¢ 鴨越~ 菊水1 0 ~ 夢野町2 ~ 湊川公園西口）の区間の通行を不可と

し、国道2 号・1 7 5 号、阪神高速等の重要物流道路及び山麓バイパス等

の利用を要請。

   整備後
・ギヤラリー（シアターからの転川）

現ギヤラリーでは難しい閉鎖空問での展示が可能

・スタジオ1 ・2 ‘3

映做制作機能など柔軟な活用を検討

・コミュニテイスペース、飲食店舗

多様な世代が立ち寄りやすい空問

・ 7 - どもスペース、授乳スペース

1 : ! 中は+ 竹て世代向けのスペースとして活用し、夜などは

コミユニテイスペースと一体的に大人も活用する。

・爭務室( スタッフを1 階と4 階で半数ずつ配W

利用若とスタッフがコミュニケーションをとりやすくする¢ 3

・芸術家支拔スペース

制作や展示など多様な使い方で芸術家を支援する。

・K A V C ホール

合坪設術のデジタル化改修

・アトリエ

廊下側から室内の活弛を兄える化

・会議室1 - 2

廊下側から笙内の活動を見える化

・リハーサル室1 . 2

・事務室（スタッフを1 階と4 階で半数ずつ配四）

・トイレ様式化含む奘裝化

  ▲減速' マーク、路面表示 ▲注意喚起看板箇所) の設置▲視線誘導- の設r f
( 西行、東行共) の設置

神戸市が物価高騰の影響を

受ける市民・銭湯を支援する

ため入浴料金の値上げ分を

支援します。

物® ; R B I のお奮を受け¢

市H i S 堪を支! J S するため.

入; S W 金のM 上げ分を

神p 市が支援します. .

2 0 2 3 年3 月1 日-

2 0 2 4 年3 月3 1 日* で

K O B E T T

神戸市当初予算に関する自民党神戸市

会議員団としての統括的ご報告は、別途

行われます。
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ペッh ボトル処分方法変更により年間2 億円

の市収入増加を実現。

他都市のゴミ焼却受託により更なる市収入

増加を目指すとともに、環境関連事業® : スタ

- トアップにも力を入れるベ く取り組みます。

令和5 年2 月本会議にて

五島ゴ5 焼却場整備に関して、西宮市と芦屋市

が広域化の議論を重ねたが、令和3 年2 月に広域

化を断念した。本市の余力を活用し、芦屋市のこ'

み処理を受け入れられれば、本市の処分料として

の歳入が増え、芦屋市にとっても施設建設? 5 やラ
k 令和5 年3 月予算特別委員会

ンニングコスト削減になり、双方にメリットがある。積極的に働きかけるべきだ。

副市長廃棄物処理施設の広域化や集約化は、建設S などの削減や地球温暖化の観点

からも推進すべきものとされている、広域化については県とも連携を強化していきたい。

収集されたゴミのゆくえ

ごみ処理の状況を調査しました。五島は、広域連携を行い周辺自治体の燃やすごみを受

け入れる事で、周辺自治体の焼却炉建設コストを下げ、わが神戸市でごみ焼却受託収

入および売電収入を抵得すべきであると考え、議会で質疑を行っております。

また、売れるはずの資源ごみを無| S で譲渡して

しまっている事について怒り、わが市で利用でき

ないのであれば、市場価格で売却すべきである

と議会で活動し、ベットボトル売却収入が以前は

ゼロでしたが今年度は上半期2 億円の増収、下半

期も2 億円の増収になる見込みであり、今後も継

続的に市の収入は増加する見込みです。 I  i

売今ゴ
却年ミ

"  収度は

ン

V V

ん
が、; ; ;

 磨ボ
増卜

! の

ベツトボトル    缶 3 , 8 0 O t 6 億1 ，8 0 0 万円状況変わらず

容器包装

プラスチック
8 , 2 0 O t  A 3 億3 , 0 0 0 万円状況変わらず

ペットボトル 5 , 5 0 O t 2 1 0 0 万円
2 億円

大幅収入增へ! !

年間処分量売却額（▲は処分J ¢ ) 売却収入見込み

  令和3 年 令和5 年

令和4 年3 月同本会議にて

五島本市には、東・港島・西の3 か所のクリーンセンターで焼却処理を行っていますが、処

理容1 2 はかなりの余裕がある。周辺市の処理を受け入れ、本市の処分料としての歳入を

増やし、発m 効率の向上を図るべき。

副市畏既に広域化を検討した他都市の事例を研究するなど、課題の整理に努めたい。

質疑の要旨は以下の通りです。

令和4 年3 月本会議にて

五島廃棄物は、売却可能な有価物で酉源でもあるが、無償で事業者に引き渡される場

合が多く、リサイクル協会に負担金を多額に支払っている。有償の売却を前提に、市に利

益が還元されるよう、現状を把握し直すべきではないのか。

副市畏ご指摘の有償の売却を条件に、来年度よりボトルt o ボトルリサイクルを行える事

業者を公惡し売却をしていきたい。

五島これまで出来ていなかった取り組みであ

るため評価するが、売価はキロあたり1 6 円と間

いており、市場価格である8 0 円とは大きく乖離

している。ここはもっと突き詰め、高く売れるもの

は高く売って欲しい。

そろそろ桜の季節ですね、みなさまいかがお過ごしでしようか。

この市政報告を編集している問に、令和5 年度の予算を決める予算議会が開催~ 議決が終了し予算が決定する兄込みです。令和5 年度予算

は、私が会派の政調会畏として昨年から要望を重ね、$ 点的に実現させようとしてきた「高校生の通院? ¥ 補助」「市内発注の強化」「地域

コミュニテイ交通の推進」など様々な項0 について結果が出る見込みです。

今号では、ゴミ行政にメスを入れ、市の収人を増加させる取り組みや、市内発注を強化する事がいかに市の経済活性化につながるか？な

どをご報什するとともに、令和5 年度の予算において五島が議会で質疑・要望した事項がどのように反映されているかをご報じいたします。

是非® 後までお読みください。

環境行政にメスを入れ、市収入を増加させる
芦屋市など他都市のゴミを受け入れる、売れる資源ゴミをしつかり売る

ゴミは賣源と言われる時代です、その取扱い次第でコストがかかる迷惑なモノにも

神戸市の大事な収入源にもなります。五島は、このゴミに目を付け、神戸市の収入を増

加させるため、様々な提言を行ってまいりました。そろそろ色々な成果をご報告できる

状態になってきました。

神戸市のゴミは、燃やすごみ、燃えないゴミ、缶・ビン・ペットボトル、容器包装プラスチ

ックに分別されてしほす。他に資源集団回収で、新聞- 段ボール・ぼろが回収されています。

この中で、燃やすごみについて、神戸市の持つ焼却炉とその処理能力、周辺自治体の

稼働

焼却能力

焼却実網/ 能力（年間)

売電収入

建設齊

東クリーンセンター

平成1 2 年

9 0 0 t  3 0 0 t X 3  炉 2 4 h

1 8 . 6  万  t  / 3 2 , 8  万 t

4 . 6 位円

4 2 0 億円

西クリーンセンター

平成7 年

6 0 0 t  2 O O t X 3  炉 2 4 h

1 2 , 7 万 t  / 2 1 . 9  万 t

2 . 9 協円

3 2 0 億円

港島クリーンセンター

平成2 9 年

6 0 0 t  2 0 0 t X 3  炉 2 4 h

1 4 . 1 万 t  / 2 1 . 9 万t

1 1 . 3 惚円

2 3 0 億円

神戸市の3 クリーンセンター概要

自由民主党神戸市会議員団

市政報告( 北区版)

/

発行 N o .  0 5 - 0 2

自由民主党神戸市会議員団
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棘の空飛ぶ車社会実麟の
たのへリポート整備

この春から希望団体に配布が始まる予定となっておりま

す。万博で注目される空飛ぶ車に向けた一歩です！五島は

2 0 2 2 年未来都市特別委員会の委員長時に、将来の空飛

ぶ車実装のときを見越し、空飛ぶ車に対応するインフラ造り、

具体的には都心部で発着できる設備の整備、観光地など目

的地における発着場整備を行う事や、空飛ぶ車実装に向け

た社会実験のための空の道整備などを提言してまいりました。

この令和5 年度予算において、まずはへリポートという

形で市内に2 か所の整備を行う事が決定、今後の空飛ぶ車

実装に向けた実験場としても機能させてゆきます。

妊婦タクシー制度継続
コロナ禍で心理的負担が大きい妊婦さんへの支援

を！と要望し、始めた妊婦タクシー制度。次年度予算において

も妊婦さんの応援という事で、母子手帳交付にあわせ5 , 0 0 0

円分のタクシーチケット配布を継続します。

中学校の体龍学棚放を全校へ拡大L I J
こどもも大人も運動する場が足りない事、室内競技

のために遠く他都市まで行かねばならない現状がある事、市

民の財産でもある学校施設の使用率が低い事などを訴え、学

校が市民のために開放できないなら教育委員会でなく市長部

局で管理せよ！と迫り一昨年から小学校の体育館開放の制限

が撤廃され、昨年から中学校体育館を「リモートロックJ という

システムを用いる事で予約~ 開放が出来るようになりました。

令和4 年度目標は全市で5 0 校程度の開放でしたが、令和

5 年度からは全校体育館を開放する事を予定しています。

溫S 5 : 成を
これまで医療費の助成（受診1 回あたり

4 0 0 円負担）は中学生まででした。こどもが大

きくなるほど親の負担も大きくなるため、高校生

の子を持つ親への家計応援は重要項目として会

派として要望、本年1 0 月からの医療費助成が

開始されます。みなさまのご家庭に申請書をお送

りしますので、お申込みください。

 し冥
 ま現す

神戸市のこども医療費助成

2 歳まで

入院無料

外来無料

全て所得制限なし

毎年要望してきた事項をようやく実現させる事ができまし

た、他会派から異なる要望がある中、我々からは個人負担分

が上がってでも（4 0 0 円負担を5 0 0 円に）高校生まで拡

大するベ¢ だと要望。仮に高校生まで全て無償化した場合

は年間約2 5 億円の予算が必要ですが、これは市民一人当

たり1 . 6 6 6 円の負担です、無償にする代わりに子供たちの

教育・スポーツなどを通じ体験を豊かにするインフラや制

度作りを行い、他都市と差別化するよう要望しています。

ーー中学生までーー
無料

1 回4 0 0 円負担

( 月3 回目以降無料)

高楼生

無料

にれまで) 補助なし

= > 1 回4 0 0 円負担で

済むように！

おいしい中学校給食の実現[ 戸
2 0 1 5 年中学校給食において異物混入が相次いだ

事件の際から、現行のランチボックス形式での実施が問題

の原因であると指摘、温かさを確保する事・量の調節を可

能にする事・給食提供までの衛生面確保などのために、セン

ター方式採用を議会で要求して参りました。

当初の設備投資が一巡したいま、センター方式への転換

が具現化、今年から垂水区および西区において市営給食セ

ンターの建設が開始され、今後は民間事業者と協力し、

2 〇a B 年中には市内全中学校においておいしい中学校給

食のためのセンター方式化が完了します。

重・点予算要望項巨五島だいすけが本会議・委員会・予算要望など

本年五島は自由民主党神戸市会議員団の政調会長として市

政に取り組ませて頂いており、会派内メンバーの質疑事項の調

整や予算決算における要望事項の整理、市長に対する予算要

望事項の編集などを行っています。これまで議員個人として

尽力してきた部分もあります力、最大会派としての力も活かし、

様々な項目がこの予算で実現できました。

今後もより一層、市民のみなさまの課題を解決し、市の将来

が明るくなるような政策を実現して参りたいと思います。

これまで実現できた予算や拡充できた予算をかいつまんでご

紹介します。

高校生の通学費補助継続
高校生の子を持つ親への家計応援という意味で、

過去三0 1 8 年に北神急行の高校生通学費割引を実

現、その後北神急行が市営化された事から、2 0 2 2

年9 月より全市の高校生通学費補助へと発展させ、

2 0 2 3 年度も予算を獲得し、制度を継続します。

通学費一i
醐の. 鑿一
ィメージー|

a o o o n
1 4 4 , 0 d o  円)

月額1 2 0 0 0 円を
超えた額の
半額を補助

  I I 半額



地域猫活動への支援

交通空白地の課題解決、免許返納への対応など、地

元での足の確保のため、地域コミュニティ交通の拡大

が必要です。市内で1 0 エリアある適用地域を1 6

エリアへ拡大します。

また、運営補助上限額の拡充も予算化、

そして敬老パス福祉パスをコミュニティ、リ汽
  交通へ導入する方針が決定しました。 z a  1 !

地域コミュニティ交通の推進

~ 敬老福祉パス適用

地域猫活動とは猫の殺処分ゼロを目指し、「野良猫

を捕獲する~ 避好去勢を行う~ 地域に返す~ エサや

りや翼の始末などをするJ 事で繁殖を抑えつつ殺処

分を無くす政策( 条例化) です。

ですが、まだまだ地域猫活動は市民に浸透しているとは言

えず、猫活動の中でのエサやりに対して、「エサをやるから猫

が増える! J などと、誤解を受ける事も多いのが現状です。

今後は地域猫活動の周知や、活動する猫活動のボランティ

アさんたちへの応援などが更に必要であると考え、神戸市で

統一したユニフォームなどを創る事で地域猫活動の啓蒙を

行うための予算を実現しました。

西鈴蘭台駅および# ^ 場駅
の自転車置き場を無料化
市内における無料と有料の駐輪場が、ルールなく偏在して

いる事を過去に指摘しました。

例えば施設が充実しているのに無料の岡場駅自転車置き

場に対して、屋根もな く雨ざらしの他駅の駐輪場が有料であ

り、どのようなルールがあって有料無料を分けているのか？と

いう話です。この質疑により、無料化してもキャパシティが才

ーバーフローしてしまわない場合は無料化していく事が決定。

今回は西鈴蘭台駅駐輪場がまずは無

償化され、今後神鉄道場駅の駐輸場が

エレベーター改修後の令和6 年より

無償f 匕される事が決まりました。

趣区の道路はこう変わ
北区はアクセスさえ良ければ住環境は最高です！

公共交通を含め道路網の整備を主な仕事と考え努力しています。

七b : セe : ね三
2 車線くヒ区間

戸祉

最大約1 k m

渋滞( 平日・朝)

4 4 R 三田線

地図データ © 2 0 1 8  G o o g l e 、Z E N R I N

令和5 年1 2 月までに完成予定

皆森~ 谷上の東側区間につづき、ついに西側区間も着工します!

令和5 年春頃から工事に着手、スムーズにいけば令和5 年1 2 月

までに完成予定！皆森交差点東向きの左折専用レーンが直進+

左折へ変更され、以東が2 車線に拡幅、渋滞解消を大幅に前進！

赤線部分が岡場大橋拡幅工事

2 車線分を追加

青線部分は事業者負担により

  ©  t o ? / 車線分を拡幅工事中

  、追品 I

〇

現在進行中の道路拡幅は開発事業者

1 さんの負担で2 を車線を増加させるエ

事を羞施中、岡場大橋については現況
' の橋の南側に2 車線分の橋を追加設
篇する工事を行います。

G o  g l e

令和8 年度中に完成予定

五社北交差点の改良につづ吉、岡場大橋の追加設置と近隣道

路の拡幅が始まります！物流車両増に備え、有野周辺の皆様

の渋滞損失防止へ！

令和7 年度に完成予定

2 0 1 7 年台風2 1 号で長期通行止めになった区間、トンネル化

で抜本的改善に動き出しました！青葉台の皆様が箕谷ランプの

バス停へ出る歩道が狭い点への対応なども総合的に予算要望！

テ2 0 2 3 年度の予算として実現した項目をご報告いたします!



時給1 , 2 0 0 円程度で募集されていると聞きます。

東京本社の企業に委託？どれ程の利ザヤを稼いでいる？なぜ市内に委託しない？

または直接雇用をしないのか？普通に考えて色々と改めるべきです。

^ 3 □ク

納税，

一 X 税® 減> < 麗用減
屁周流出

尊億\ 雜F 廳⑩馨議* ® 肉E 翳建嘗る拳獄

大馨獄© 艶？
神戸市が皆さんから預かった税金は、様々な事業に使われています。

税は公務員の給与や、医療費などの扶助費に使われる義務的経費のほか、様々な事業ス

タッフやI T システム製作などを民間に委託し道路や建物などのインフラ建設も行います。

これらの事業を市内の事業者に出すか、市外に出してしまうかでは雇用や税収など中

長期的に見て大きな差が出てくるのです。安ければ0 K  ! とか、発注が面倒だから大手に

丸投げ！などでは市外に大事な税収や雇用がどんどん逃げてしまいます。「金は天下の

回りもの」と言いますが、出来るだけ市内で回し、市内の雇用と税収を上げていく地道な

努力こそが市内経済発展の基礎となるものです。

以前から指摘している事項ですが、例えば北神区役所の窓口業務を東京本社の派還

会社に委託しており、この委託費は、一人当たり金額は正規の公務員より安い額ですが、

會獅s 寧2 月審龕議でm 麗顯肉響
五島市内経済の循環を促し、神戸経済をさらに発展させるためには、スタートアップ支

援だけではなく、既存の市内事業者の育成が重要、（市発注事業について) 市内事業者の

受注促進については、我が会派から重点予算要望でもある。

委託契約における市内事業者への® 先発注について、令和3 年規定を改定した事は評

価している。今後も、市内事業者が受注しやすくなるよう、さらなる取組が必要。令和5 年

度は具体的にどのような取組を進めるのか。

副市畏令和5 年度の取組として、工事委託について、1 つには下請業者に地元企業を

活用する場合に、評価項目として加点することを考えている。三つ目に契約相手側に下謂

施工を必要とする場合( こは、可能な限り地元企業に発注するマニュアルとする事を考え

ている。今後とも地元発注の取組を強化してまいりたい。

五島規定の整備は評価するが、契約額をまとめてドンと一括発注されると市外のメー

カーに仕事を持っていかれるので、同じ種類の仕事でも分割して出す事か重要。

これは、市長局長はじめ事務方の皆さんが市内経済をどれだけ大事に思うかという、マ

インドだ、日々考えて頂けるよう強く要望する。

また、これは一般会計特別会計だけでなく、外郭団体の発注でも同じ事をやっていた

だくよう要望する。

済生会兵庫病院と三田市民病院の統合における課題について

◎縫合| [ 趙、薩癒が藏襄される事

〇新飜薩へ® アク愈スが磯鐵さ軌る事

ンタd 餐I S 醒する事
などを中心に質疑

五S 済生会兵庫病院と三田市民病院の再編・統合について、北神地

域の住民への医療充実はどのようになされるか？

健康局畏新病院については4 0 0  ~ 4 5 0 床規模と大きくなる予定で、

いまの規模でそれぞれがやっているよりも、診療科が充実し症例数が

増える。このため、医師の充実が図られる事になる。今のままでは新た

な医師を確保しにくい状態であるため、医師の確保という点で大きく充

実が図られる。

また、現状例えばコロナ禍対応の

I C U が無いが、統合によりそのような

機能も付加できる。現状、北神で完結

でぎずわざわざポ~ トアイランドの中

央市民病院まで行かねばならない事が

減る。

五島交通アクセスを心配される方

も多い、新病院の整備においては患

者さんやスタッフの足の確保をしっか

りとお願いする。

一^ 和1 年」月于算特別」委尋会】健康局畏三田市で令和6 年に交通

計画が作られるが、そこにあわせてきっちりやってい< 。

五島藤原台や北神星和台、鹿の子台、そして三田の人たちが縦で移

動できるようなラインというのを新しく考えるのがいいと思われる、ま

た、済生会病院がそもそも走らせている送迎バスやコ三ユニティ交通と

も連携させ、地域の足の機能向上にもなるよう都市局とも連携してや

るよう要望する。

今、北神地域の子供の急病時には、トンネルを越えてH A T 神戸にあ

る神戸こども初期急病センターまで受診しに行く。三田の子供急病セ

ンターも日曜日の昼間しかやっていない、西宮の北部についても同じ

だ。北神の医療は北神で完結させるため、小児救急センターを整備す

べきだ。

健康局畏箕谷に急病センターを設置した際に作ろうとしたが、小児科

医の確保が難しいという問題があった。北神でも同じ問題に直面すると

思われる。

五島小児科医不足は自民党の問題でもあるため、医療制度から国に

改革を要望していく。だが、地形を見るに、新病院は北神・三田I 西宮

の圏域を担うものになるため、そのエリアの意思に協力を仰ぐべきだ。

三田西宮の住民にとってもいい事であるから、連携するべきだ。三田や

北神からH A T 神戸まで行けというのは熱を出した子どもには酷だ;

健康局畏その通りだ、両市に状況と意向を確認して、可能性があるの

かどうかをまず確認し、可能性を探りたいと思う。

五島先の話になるが、統合後の現在の済生会だが、介謹であったりと

か緩和ケアなど地域に根差した医療等の機能を残すようにお願いして

  おく。 （令和5 年2 月特別委口会にて）

他にも、神戸電鉄栗生線の上下分離または専用B R T 路線化により赤字を除去し、

神鉄全体の運賃低減に努めるべきである事

海上コンテナシャーシプール不足問題の解決に全市で取り組む事

物流の2 0 2 4 年問題に対応するベ《コンテナヤード渋滞解決など様々な課題に取り組む事

海釣りが出来る環境づくりのため、釣り客や渡船事業者、釣り道具事業者などと協議をする事

などを今議会において質疑しております

疆

布内経済発展のため神戸市発注事業を
布内事業者に優先発注せよ

神
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一
市


	62
	63
	64
	65
	66
	67
	68
	69
	70
	71
	72

